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○佐久市スポーツ推進審議会条例 

平成17年４月１日条例第210号 

改正 

平成24年３月28日条例第16号 

佐久市スポーツ推進審議会条例 

（設置） 

第１条 スポーツ基本法（平成23年法律第78号）第31条の規定に基づき、佐久市スポーツ推進審議会

（以下「審議会」という。）を置く。 

（任務） 

第２条 審議会は、佐久市教育委員会（以下「教育委員会」という。）の諮問に応じて、スポーツの

推進に関する次に掲げる重要事項について調査審議し、及びこれらの事項に関して教育委員会に建

議する。 

(１) スポーツ施設の設置及び整備並びに運営に関する事項 

(２) スポーツ指導者の養成及びその資質の向上に関する事項 

(３) スポーツ事業の実施及び奨励に関する事項 

(４) スポーツ団体の育成に関する事項 

(５) スポーツによる事故の防止に関する事項 

(６) スポーツの技術水準の向上に関する事項 

(７) 前各号に掲げるもののほか、スポーツの推進に関する重要事項 

（組織） 

第３条 審議会は、委員10人以内で組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから教育委員会が委嘱し、又は任命する。 

(１) スポーツに関する学識経験のある者 

(２) 関係行政機関の職員 

（任期） 

第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（会長及び副会長） 

第５条 審議会に会長及び副会長各１人を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２ 会長は、会務を総理し、審議会を代表する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第６条 審議会の会議は、会長が招集し、会長がその議長となる。 

２ 審議会は、委員の半数以上が出席しなければ、会議を開くことができない。 

３ 審議会の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところ

による。 

（幹事） 

第７条 審議会に、必要があるときは、幹事を置くことができる。 

２ 幹事は、教育委員会事務局職員のうちから教育委員会が任命する。 

３ 幹事は、審議会の所掌事務について委員を補佐する。 

（委任） 

第８条 この条例に定めるもののほか、条例の施行に関し必要な事項は、教育委員会が定める。 

附 則 

この条例は、平成17年４月１日から施行する。 

附 則（平成24年３月28日条例第16号） 

この条例は、公布の日から施行する。 
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第二次佐久市スポーツ推進計画骨子（案）

１ 計画策定の趣旨

本市では、平成２９年３月に策定した「佐久市スポ―ツ推進計画」
に基づき、市民一人ひとりが生涯にわたってスポーツに親しみ、ス
ポーツを通じて豊かな人間関係を築き、心身ともに健康で充実した生
活が送れるようスポーツ振興施策を総合的かつ計画的に推進してきま
した。
この間、少子・超高齢化に加え、社会活動や人々の生活に多大な影

響を及ぼしている新型コロナウイルス感染症の感染拡大、１年延期と
なった東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会（以下
「東京大会」）の開催など、スポーツ分野を取り巻く環境は変化して
きています。
また、本年度は国が策定している「第２期スポーツ基本計画」の計

画最終年度であり、第３期計画の策定が進められる中で、国の動向や
変化する社会情勢、市民ニーズに対応するとともに、現計画が令和３
年度で終了することから、第二次計画の策定を行うものです。

２ 計画の位置づけ

市の最上位計画である「第二次佐久市総合計画」を上位計画とし、
「佐久市教育大綱」の理念に基づき、「佐久市教育振興基本計画」の
スポーツ分野の個別計画として位置づけます。

1

■国（文部科学省）スポーツ基本計画

■長野県スポーツ推進計画

整
合

第二次佐久市総合計画
基本理念 ・「市民の実感から始まり、実感に結びつく」まちづくり

・「ひとと地域の絆をさらに強め、広げる」まちづくり
・「新しい展開の可能性に挑戦する」まちづくり

将来都市像
「快適健康都市 佐久」～希望をかなえ 選ばれるまちを目指して～

佐久市教育振興基本計画

佐久市教育大綱 市長部局の各種計画（教育関係施策）

教育基本方針 [教育要覧]

佐久市学校教育の目指す方向など

第二次佐久市スポーツ推進計画

参酌

コスモスプラン

教育分野の計画
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３ 計画の進捗状況と課題

本市では、平成２９年３月に策定した「佐久市スポーツ推進計画」が今年度に終期
を迎え、新たに「第二次佐久市スポーツ推進計画」を策定するため、「佐久市民ス
ポーツに関するアンケート」の結果から市民のスポーツに対する意欲や日頃のスポー
ツへの関わりなどの実態を把握するとともに、現行の計画の進捗状況と課題を分析し、
整理を行いました。

数値目標 成人（２０歳以上）週１回以上のスポーツ実施率

（平成２７年度）
２６．７％

（令和３年度）
４５．８％

スポーツ振興施策を総合的かつ計画的に推進したことにより、成人（２０歳以上）
週１回以上のスポーツ実施率は、計画策定時の２６．７％と比較して４５．８％と上
昇しておりますが、目標値とは未だに開きがあります。
（※１）引き続き、市民のスポーツ実施に向け、スポーツを行う機会や気軽にスポー
ツを始めるきっかけを提供するなど、スポーツ活動を推進する必要があります。
特に「忙しくて時間がとれない」など関心があるが行っていない人や「運動をする

のが面倒」などスポーツへの関心が低い人へのアプローチを進めていく必要がありま
す。
また、市民アンケートの結果より、ウォーキングやトレーニングなどコロナ禍でも

一人でできるスポーツへのニーズを捉えて推進していくことが重要と考えられます。

目標（令和３年度）
６５．０％

初心者向けやスポーツを行うきっかけとなる教室の開催などにより、年間を通じて
１回以上スポーツをする成人（２０歳以上）の割合は、計画策定時６１．９％と比較
して７０．５％と上昇しておりますが、目標値とは未だに開きがあります。
以下、（※１）と同じ

基本目標１ スポーツによる健康で活力あるまちづくり

数値目標：年間を通じて１回以上スポーツをする成人（２０歳以上）の割合の増加

（平成２７年度）
６１．９％

（令和３年度）
７０．５％

目標（令和３年度）
９４．０％

市外の方も参加、観戦できる大会などの年間の開催件数は増加傾向でありましたが、
令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、大幅な減少となっています。
市では、これまで豊かな自然環境、国内でも有数の日照時間が長いという特性や高

速交通網の優位性を活かして、スポーツ大会やイベント、スポーツ合宿の誘致などに
よる交流人口の創出に取り組んできました。
スポーツ大会・イベントの開催やスポーツ合宿の受入れは、地域経済への貢献度が

大きく、ウィズ／ポストコロナ時代を見据えて、地域経済の活性化のため、新たなス
ポーツ大会やイベント開催の検討、スポーツ合宿の誘致を引続き行う必要があります。

基本目標２ スポーツを通じた交流による賑わいのあるまちづくり

数値目標：市外の方も参加、観戦できる大会などの開催件数

（平成２７年度）
９１件

（令和２年度）
１５件

目標（令和３年度）
１２５件
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東京大会に向け、エストニア共和国フェンシング・柔道・レスリング・陸上（十
種競技）の選手団による事前合宿を令和３年７月１２日から２８日までの１７日間
受入れました。
新型コロナウイルス感染症の影響により、選手と市民が直接ふれあう交流事業は

難しい状況でしたが、公開練習の実施や応援ビデオメッセージなどの交流事業を行
いました。
今後、これまでの成果をレガシーとして、継承・発展させていくことが重要と考

えられます。

基本目標３ 東京オリンピック・パラリンピック開催を通じたスポーツ振興

施策目標：◆海外競技団体による東京オリンピック・パラリンピック競技大
会に係る本市での事前合宿の決定

◆ホストタウン交流計画に基づく交流事業の実施

エストニア共和国のホストタウン登録に基づき、
東京大会へ向けた事前合宿を実施した

新たな小中学生対象のスポーツ教室の開催などにより、小中学生対象のスポーツ
教室の延べ参加者数は増加傾向でしたが、令和２年度は、新型コロナウイルス感染
症の影響により、減少しています。
令和元年度の参加者数は、１，１８４人で目標数値を達成しました。
しかし、新型コロナウイルス感染症の影響により、スポーツ少年団活動などの機

会が減少していることから、運動不足・体力低下が懸念されます。
また、積極的にスポーツをする子どもと、そうではない子どもの二極化が課題と

して考えられることから、運動習慣が身に付いていない子どもへのアプローチを進
めていく必要があります。

基本目標４ 子どもがスポーツに参加する機会の充実

数値目標：小中学生対象のスポーツ教室の延べ参加者数

（平成２７年度）
７５１人

（令和２年度）
６９６人

目標（令和３年度）
９００人

市民ニーズに応じた新たなスポーツ教室の開催などにより、スポーツ教室（小中
学生対象の教室を除く）の延べ参加者数は増加傾向でしたが、令和２年度は、新型
コロナウイルス感染症の影響により、減少しています。
平成２９、３０年度の参加者数は、４，４６５人、４，４３４人で目標数値を達

成しました。
新型コロナウイルス感染症の拡大がもたらした市民活動の制限により、今後のス

ポーツ活動の在り方を考えるきっかけとなるとともに、一人でもできるスポーツへ
の関心が高まっていくと考えられます。
また、東京大会の開催を契機に、共生社会への意識が高まっていることから、障

がい者スポーツに関する知識の普及啓発や障がい者スポーツの体験機会の創出の充
実が重要と考えられます。

基本目標５ ライフステージに応じたスポーツ活動の推進

数値目標：スポーツ教室（小中学生対象の教室を除く）の延べ参加者数

（平成２７年度）
３，９６３人

（令和２年度）
２，３１１人

目標（令和３年度）
４，４００人
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地域のスポーツ団体への支援や市民への周知などにより、平成３０年度の加入者数
は、１１，１１８人で目標数値を達成しましたが、市内スポーツ団体加入者数は、ほ
ぼ横ばいとなっています。
地域におけるスポーツ活動には、市民に対してスポーツの指導などを行う「特定非

営利活動法人佐久市体育協会」、「総合型地域スポーツクラブ」、「スポーツ少年
団」などの関係団体が重要な役割を担っております。
市民が生涯にわたって、身近な地域で安心してスポーツ活動に取り組んでいくため

に、引き続き関係団体の育成や活動を支援するとともに、指導者の養成を行う必要が
あると考えられます。

基本目標６ 市民が主体的に参画する地域のスポーツ環境の整備

数値目標：市民スポーツ団体加入者数

（平成２７年度）
１０，５１５人

（令和２年度）
９，９８６人

目標（令和３年度）
１１，０００人

基本目標７ 競技スポーツの振興

トップアスリートによるスポーツ教室の開催などを実施しましたが、スポーツ大会
の延べ参加者数は、数値目標を達成できませんでした。
また、令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響による大会中止のため、大幅

な減少となっています。
東京大会での本市にゆかりのある選手やエストニア共和国選手団の活躍をはじめと

するトップアスリートのパフォーマンスは、多くの市民に夢や希望、感動を与え、今
後、さらなる競技スポーツへの関心の高まりや参加意欲の向上などが期待されます。
また、令和１０年（２０２８年）に長野県での開催となる国民スポーツ大会（旧国

民体育大会）・全国障害者スポーツ大会（以下「国スポ・全障スポ」）について、柔
道、空手道、アーチェリー、軟式野球が本市で開催予定であり、次世代育成、市民の
機運の醸成を図ることなどが必要になると考えられます。

数値目標：スポーツ大会の延べ参加者数

（平成２７年度）
１３，８４０人

（令和２年度）
１，４１５人

目標（令和３年度）
１７，５００人

基本目標８ 体育施設の充実・整備

佐久市総合体育館トレーニングルームのリニューアル、佐久市総合体育館の改修や
利用者の利便性向上を図ったことにより、体育施設の延べ利用者数は、増加傾向であ
りましたが、令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響による施設使用の制限に
より、減少となっています。
平成２８、３０年度、令和元年度の利用者数は、７８３，６２７人、７８８，３１

７人、７５９，０３５人と目標数値を達成しました。
市民アンケートでは「身近な小規模スポーツ施設の拡充」が約４３．０％と、施設

拡充を望む声が多くありました。
一方で、今後、体育施設の老朽化に伴う更新や維持にかかる費用への対応が課題

として考えられることから、市民ニーズを捉えた計画的な施設の整備や集約化などを
検討する必要があります。

数値目標：体育施設の延べ利用者数

（平成２７年度）
７４０，５１１人

（令和２年度）
５３６，６４４人

目標（令和３年度）
７５０，０００人



４ 計画の期間

計画期間は、市の第二次佐久市総合計画と整合を図り、令和４年
（２０２２年）度から令和８年（２０２６年）度までの５年間としま
す。

６ 持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）に関連する目標

本計画に基づき展開する各施策は、持続可能な開発目標（ＳＤＧ
ｓ）の達成に貢献するものであり、関連性の高いものを目標とします。
関連するＳＤＧｓの目標は「３，４，８，１０，１１，１７」です。

５ 本計画におけるスポーツの定義

本計画は、「スポーツ」を幅広く捉え、自らが身体を動かして行う
『する』スポーツだけではなく、競技を観戦する『観る』スポーツや、
監督・コーチなどの指導者、スポーツ大会の審判やスタッフ、プロ
チームのファンやサポーターとして参加する『支える』スポーツなど
も、スポーツ活動として捉えています。
そして、「スポーツ」を『する』、『観る』、『支える』の３つの

関わり方として捉えるだけではなく、階段の上り下りや職場までの徒
歩、自転車での移動、ラジオ体操、身近な場所・環境での散歩など、
日常生活における『健康のために意識的に行う身体活動』も「スポー
ツ」とします。
このように、「スポーツ」という概念や活動を広く定義づけ、市民

誰もが関われるスポーツを推進していきます。

２０１５年９月の国連サミットで採択された２０３０年までの国際目標です。
「誰一人取り残さない（leave no one behind）」持続可能でよりよい社会の実現するた
めの１７のゴールで構成されています。
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（３）数値目標と基本目標
現計画では、市民一人ひとりが生涯にわたってスポーツに親しみ、

スポーツを通じて豊かな人間関係を築き、心身ともに健康で充実し
た生活を送ることができるよう取り組んできました。
計画の進捗状況と課題、国のスポーツ基本計画などを参酌する中

で数値目標と基本目標を新たに設定します。
この数値目標の達成を目指し、４つの基本目標を掲げ、スポーツ

振興施策を展開していきます。

第二次佐久市総合計画の本市が目指す将来都市像である「快適健
康都市 佐久」を実現するため、基本理念、目指す市民像、基本目
標を掲げ、スポーツ振興施策を推進します。

７ 第二次佐久市スポーツ推進計画の基本的な考え方

（１）基本理念（現教育大綱における基本理念）

生涯にわたり主体的・創造的に学び、

生きる力を育む人づくり、まちづくり

（２）目指す市民像（現教育大綱における目指す市民像）

生涯にわたって学び続け、互いに支え合い高め合う市民

第二次佐久市総合計画に基づく、住みやすさ感・健康感・幸福感
についての市民アンケート調査の中の「スポーツ施策」についての
市民の満足度を高めることとする。
「満足」「やや満足」「どちらでもない」「やや不満」「不満」

の５段階のうち「満足」「やや満足」と回答した割合。

基準値
（令和２年度）
３６．０％

目標値
（令和８年度）
４５．０％

【数値目標】

市民のスポーツ施策に関する満足度
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基本目標５ ライフステージに応じたスポーツ活動の推進

基本目標１ スポーツによる健康で活力あるまちづくり

基本目標４ 子どもがスポーツに参加する機会の充実

基本目標１ 健康で活力あるスポーツライフの推進new

基本目標２ スポーツを安全で気軽に楽しめる施設環境の整備

基本目標８ 体育施設の充実・整備

new

基本目標２ スポーツを通じた交流による賑わいのあるまちづくり

基本目標３ 東京オリンピック・パラリンピック開催を通じた
スポーツ振興

基本目標４ スポーツを通じた交流の促進と地域の活性化new

基本目標６ 市民が主体的に参画する地域のスポーツ環境の整備

基本目標７ 競技スポーツの振興

基本目標３ スポーツを支える団体の支援と競技力の向上new

基本目標



第二次佐久市スポーツ推進計画の体系図
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【具体的施策】【基本目標】

【
目
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子どもの
スポーツの推進

高齢者の
スポーツの推進

計画的な施設整備の推進

施設の管理運営に関する
民間団体との連携・協働

地域スポーツ団体の
育成や支援

競技スポーツの促進や
指導者の養成

国スポ・全障スポに
向けた人材育成

地域の特性を生かした
スポーツによる
交流人口の創出等

エストニア共和国との
スポーツを通じた
交流の実施

障がい者の
スポーツの推進

働き盛り、子育て世代の
スポーツ推進

【基本目標１】
健康で活力ある
スポーツライフの推進

【基本目標２】
スポーツを安全で
気軽に楽しめる
施設環境の整備

【基本目標３】
スポーツを支える
団体の支援と
競技力の向上

【基本目標４】
スポーツを通じた
交流の促進と
地域の活性化



８ 施策の展開

No. 成果指標
基準値

（令和３年度）
目標値

（令和８年度）

１
成人のスポーツ実施率

（週１日以上）
４５．８％ ６５．０％

基本理念の実現、数値目標の達成を目指し、次の４つの基本目標に
沿って施策を展開します。
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出典：「令和３年度 佐久市民スポーツに関するアンケート調査結果」

No. 成果指標
基準値

（令和元年度）
目標値

（令和８年度）

２
スポーツをすることが
好きな児童生徒の割合

９０．１％ ９５．０％

出典：「全国体力・運動能力、運動慣習等調査結果」
市内の小学校５年生、中学校２年生を対象とした調査
なお、令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響で調査なし

基本目標１

性別や年齢、障がいの有無などを問わず、すべての市民が生涯にわたり
心身ともに健康で暮らせるように、スポーツに親しむ機会の充実を図りま
す。
現計画期間において、成人のスポーツ実施率が目標値を達成していない

ことから、さらなる実施率の向上を図るため、年齢の違いや障害の有無な
ど、「子ども」、「高齢者」、「障がい者」、「働き盛り、子育て世代」
の４つのライフステージに応じたスポーツ活動の推進します。

【具体的施策】
（１）子どものスポーツの推進

子どもがスポーツに興味を持ち、生涯にわたってスポーツに親しむ
きっかけをつくるとともに、子どもの基礎体力向上を図ります。

（２）高齢者のスポーツの推進
高齢者が健康で豊かな生活を送るため、身近な場所で気軽にスポー
ツを楽しめる機会の充実を図ります。

（３）障がい者のスポーツの推進
東京大会を契機とし、一層、障がい者スポーツに対する理解を深め
るため、市民への普及啓発と障がい者がスポーツを楽しむ機会の充
実を図ります。

（４）働き盛り、子育て世代のスポーツ推進
この世代は、仕事や子育ての忙しさからスポーツをする機会が少な
くなりがちなため、気軽にできる運動・スポーツや親子でも参加で
きる機会の充実を図ります。

健康で活力あるスポーツライフの推進

関連する
ＳＤＧｓの目標



基本目標２

市内の体育施設などの公共施設が老朽化に伴う更新時期を迎えるこ
とから、更新や維持にかかる費用への対応が課題となっています。
今後は市民ニーズを的確に捉え、「佐久市公共施設等総合管理計

画」や将来人口推計などを勘案する中で、適正に維持・管理・運営す
るとともに、集約化など含めた計画的な整備や改修を図ります。

【具体的施策】
（１）計画的な施設整備の推進

老朽化している施設があることから、誰もが快適に、安全で
安心して利用できるよう、計画的な改修を図るとともに、バリ
アフリー化を推進します。
また、「佐久市公共施設等総合管理計画」を踏まえ、集約化
などを含めた計画的な整備や機能の充実を図ります。

（２）施設の管理運営に関する民間団体との連携・協働
指定管理制度による、民間活力を導入した体育施設の効率的な
運営とサービスの向上を図ります。
また、使用料の電子決済化などを通して、利用者の利便性向上
を図ります。

スポーツを安全で気軽に楽しめる施設環境の整備

No. 成果指標 基準値
目標値

（令和８年度）

３
体育施設の延べ

利用者数
７６０，０００人 ８３０，０００人
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出典：「主要施策の成果報告書」
基準値は、新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、平成２７年度から令和

元年度の５か年平均値を基準としました。
また、市営武道館閉鎖、令和４年度からの駒場公園所管替えを考慮し算出しま

した。

関連する
ＳＤＧｓの目標



No. 成果指標 基準値
目標値

（令和８年度）

４
全国大会等出場激励金

交付件数
４２件 ５２件

基本目標３

市民が生涯にわたってスポーツ活動に取り組むためには、市民の
スポーツ活動を支える団体などへの支援や指導者などの人材の確保
が課題となっています。
このため、地域のスポーツ活動の振興を担っている特定非営利活

動法人佐久市体育協会、総合型地域スポーツクラブ、スポーツ少年
団などの関係団体の育成や活動を支援するとともに、指導者の養成
を図ります。
また、令和１０年（２０２８年）に長野県で国スポ・全障スポが

開催される予定であることから、スポーツ団体と連携し、ジュニア
選手の強化・育成体制の充実を図ります。

【具体的施策】
（１）地域スポーツ団体の育成や支援

地域スポーツ振興の担い手である特定非営利活動法人佐久市
体育協会をはじめ、身近な地域でスポーツを楽しむ機会を
提供する総合型地域スポーツクラブ、子どもの健全育成とス
ポーツに親しむ機会を提供するスポーツ少年団などが安定
的・継続的な運営を行えるよう継続した支援を図ります。

（２）競技スポーツの促進や指導者の養成
佐久市体育協会や各種競技団体との連携を深め、指導者など
の人材発掘や確保、養成により競技力の向上を図ります。

（３）国スポ・全障スポに向けた人材育成
令和１０年（２０２８年）に長野県で開催が予定される、国
スポ・全障スポで佐久市出身の選手が活躍できるよう、競技
スポーツ人口の増加やジュニアから成人までの競技力のアッ
プ、選手育成を促進します。

スポーツを支える団体の支援と競技力の向上

11

出典：「主要施策の成果報告書」
基準値は、新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、平成２７年度から

令和元年度の５か年平均値を基準としました。

関連する
ＳＤＧｓの目標



No. 成果指標 基準値
目標値

（令和８年度）

５ スポーツ合宿受入れ人数 １，５００人 ２，５００人

基本目標４

現計画期間において、スポーツ大会・イベントの開催やスポーツ
合宿の誘致のほか、東京大会を通じたエストニア共和国の事前合宿
受入れなどにより、交流人口の創出、地域経済の活性化を図ってき
ました。
今後は、ウィズ／ポストコロナ時代を見据え、本市の強みである

年間日照時間の長さ、交通の優位性などを生かし、新たなスポーツ
大会開催の検討やスポーツ合宿の積極的な誘致により、更なる交流
人口の創出と地域経済の活性化を図ります。
また、東京大会におけるエストニア共和国のホストタウンとして、

交流が一過性のものではなく、人的、経済的、文化的な相互交流が
継続的に行われるような事業を推進します。

【具体的施策】
（１）地域の特性を生かしたスポーツによる交流人口の創出等

本市の特性を生かし、市内の宿泊施設と連携した積極的なス
ポーツ大会やイベント、合宿の誘致をすることにより、地域
経済の活性化を図ります。
また、国内外の友好都市とのイベントなどを開催し、交流の
機会の充実を図ります。

（２）エストニア共和国とのスポーツを通じた交流の実施
東京大会におけるエストニア共和国選手との交流をレガシー
として継承するため、国内で開催される国際大会等に出場す
るエストニア共和国選手の事前合宿などにより、エストニア
文化の紹介や市民との交流を実施します。

スポーツを通じた交流の促進と地域の活性化
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出典：「佐久市体育協会の調べ」
基準値は、新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、平成２７年度
から令和元年度の５か年平均値を基準としました。

９ 計画の進行管理

本計画の進捗状況については、佐久市スポーツ推進審議会に報告
し、施策の実施状況や数値目標などの点検、評価していただき、適
切な進行管理に努めます。

関連する
ＳＤＧｓの目標



佐久市スポーツ推進計画（平成２９年度から令和３年度）の進捗状況と課題について

１　数値目標の進捗状況について

内容
計画策定時

Ｈ27
Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2

目標値
Ｒ3

備　考

成人（20歳以上）週１回以上の
スポーツ実施率

26.7% - - 46.0% -
45.8%

（Ｒ３）
65.0% 出典：佐久市民スポーツに関するアンケート

内容
計画策定時

Ｈ27
Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2

目標値
Ｒ3

備　考

年間を通じて１回以上スポーツ
をする成人の割合の増加

61.9% - - 79.2% -
70.5%

（Ｒ３）
94.0% 出典：佐久市民スポーツに関するアンケート

市外の方も参加、観戦できる
大会などの開催件数

91件 - - 95件 - 15件 125件 出典：体育協会調べ

小中学生対象のスポーツ教室の
延べ参加数

751人 831人 895人 708人 1,184人 696人 900人 出典：主要施策の成果報告書

スポーツ教室（小中学生対象の
教室除く）の延べ参加者数

3,963人 4,386人 4,465人 4,434人 3,575人 2,311人 4,400人 出典：主要施策の成果報告書

市内スポーツ団体加入者数 10,515人 10,794人 10,273人 11,118人 10,715人 9,986人 11,000人 出典：社会体育基本調査

スポーツ大会の延べ参加者数 13,840人 14,148人 13,124人 13,134人 10,668人 1,415人 17,500人 出典：主要施策の成果報告書

体育施設の延べ利用者数 740,511人 783,627人 727,364人 788,317人 759,035人 536,644人 750,000人 出典：主要施策の成果報告書
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（２）基本目標における数値目標の状況

（１）数値目標の状況

資料２－２



２　数値目標の進捗状況

No.
計画策定時
（Ｈ27年度）

現状値
目標値

（Ｒ3年度）
達成度 進捗状況と課題 第二次計画における整理

1 26.7%
45.8%

（Ｒ3年度）
65.0% △

　スポーツ振興施策を総合的かつ計画的に推進したことにより、成人（２０
歳以上）週１回以上のスポーツ実施率は、計画策定時の２６．７％と比較し
て４５．８％と上昇しておりますが、目標値とは未だに開きがあります。
（※１）引き続き、市民のスポーツ実施に向け、スポーツを行う機会や気軽
にスポーツを始めるきっかけを提供するなど、スポーツ活動を推進する必要
があります。
　特に「忙しくて時間がとれない」など関心があるが行っていない人や「運
動をするのが面倒」などスポーツへの関心が低い人へのアプローチを進めて
いく必要があります。
　また、市民アンケートの結果より、ウォーキングやトレーニングなどコロ
ナ禍でも一人でできるスポーツへのニーズを捉えて推進していくことが重要
と考えられます。

　第二次計画の数値目標は、スポーツ振興
施策全般に係る指標とするため、市民満足
度アンケートの「スポーツ施策に関する満
足度」を新たに設定します。
　なお、成人（２０歳以上）週１回以上の
スポーツ実施率は、「基本目標１：健康で
活力あるスポーツライフの推進」における
評価の指標として位置づけます。

３　基本目標の進捗状況と課題

No. 基本目標
数値目標
施策目標

計画策定時
（Ｈ27年度）

現状値
目標値

（Ｒ3年度）
達成度 進捗状況と課題 第二次計画における整理

1
スポーツによる健康で活
力あるまちづくり

年間を通じて１回以上ス
ポーツをする成人（２０
歳以上）の割合の増加

61.9%
70.5%

（Ｒ3年度）
94.0% △

　初心者向けやスポーツを行うきっかけとなる教室の開催などにより、年間
を通じて１回以上スポーツをする成人（２０歳以上）の割合は、計画策定時
６１．９％と比較して７０．５％と上昇しておりますが、目標値とは未だに
開きがあります。
　以下、（※１）と同じ

　第二次計画においては、基本目標を統合
し、「基本目標１：健康で活力あるスポー
ツライフの推進」として設定します。
　また「成人（２０歳以上）週１回以上の
スポーツ実施率」と趣旨が重複するため、
見直します。

2
スポーツを通じた交流に
よる賑わいのあるまちづ
くり

市外の方も参加、観戦で
きる大会などの開催件数

91件
15件

（Ｒ2年度）
125件 △

　市外の方も参加、観戦できる大会などの年間の開催件数は増加傾向であり
ましたが、令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、大幅な減
少となっています。
　市では、これまで豊かな自然環境、国内でも有数の日照時間が長いという
特性や高速交通網の優位性を活かして、スポーツ大会やイベント、スポーツ
合宿の誘致などによる交流人口の創出に取り組んできました。
　スポーツ大会・イベントの開催やスポーツ合宿の受入れは、地域経済への
貢献度が大きく、アフターコロナを見据えて、地域経済の活性化のため、新
たなスポーツ大会やイベント開催の検討、スポーツ合宿の誘致を引続き行う
必要があります。

　第二次計画においては、基本目標を統合
し、「基本目標４：スポーツを通じた交流
の促進と地域の活性化」として設定しま
す。
　また、交流人口が評価できる指標とし
て、「スポーツ合宿の受入れ人数」を新た
に設定します。

3
東京オリンピック・パラ
リンピック開催を通じた
スポーツ振興

海外競技団体による東京
オリンピック・パラリン
ピック競技大会に係る本
市での事前合宿の決定
ホストタウン交流計画に
基づく交流事業の実施

- - - 〇

　東京大会に向け、エストニア共和国フェンシング・柔道・レスリング・陸
上（十種競技）の選手団による事前合宿を令和３年７月１２日から２８日ま
での１７日間受入れました。
　新型コロナウイルス感染症の影響により、選手と市民が直接ふれあう交流
事業は難しい状況でしたが、公開練習の実施や応援ビデオメッセージなどの
交流事業を行いました。
　今後、これまでの成果をレガシーとして、継承・発展させていくことが重
要と考えられます。

　第二次計画においては、基本目標を統合
し、「基本目標４：スポーツを通じた交流
の促進と地域の活性化」として設定しま
す。
　今後もスポーツを通じた交流を継続して
いきます。

4
子どもがスポーツに参加
する機会の充実

小中学生対象のスポーツ
教室の延べ参加者数

751人
696人

（Ｒ2年度）
900人 〇

　新たな小中学生対象のスポーツ教室の開催などにより、小中学生対象のス
ポーツ教室の延べ参加者数は増加傾向でしたが、令和２年度は、新型コロナ
ウイルス感染症の影響により、減少しています。
　令和元年度の参加者数は、１，１８４人で目標数値を達成しました。
　しかし、新型コロナウイルス感染症の影響により、スポーツ少年団活動な
どの機会が減少していることから、運動不足・体力低下が懸念されます。
　また、積極的にスポーツをする子どもと、そうではない子どもの二極化が
課題として考えられることから、運動習慣が身に付いていない子どもへのア
プローチを進めていく必要があります。

　第二次計画においては、基本目標を統合
し、「基本目標１：健康で活力あるスポー
ツライフの推進」として設定します。
　また数値目標は、少子化・人口減少の中
で、参加人数などを指標として、適正な評
価をすることは難しいため見直します。

2

数値目標

成人（２０歳以上）週１回以上の
スポーツ実施率



5
ライフステージに応じた
スポーツ活動の推進

スポーツ教室（小中学生
対象の教室を除く）の延
べ参加者数

3,963人
2,311人

（Ｒ2年度）
4,400人 〇

　市民ニーズに応じた新たなスポーツ教室の開催などにより、スポーツ教室
（小中学生対象の教室を除く）の延べ参加者数は増加傾向でしたが、令和２
年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により、減少しています。
　平成２９、３０年度の参加者数は、４，４６５人、４，４３４人で目標数
値を達成しました。
　新型コロナウイルス感染症の拡大がもたらした市民活動の制限により、今
後のスポーツ活動の在り方を考えるきっかけとなるとともに、一人でもでき
るスポーツへの関心が高まっていくと考えられます。
　また、東京大会の開催を契機に、共生社会への意識が高まっていることか
ら、障がい者スポーツに関する知識の普及啓発や障がい者スポーツの体験機
会の創出の充実が重要と考えられます。

　第二次計画においては、基本目標を統合
し、「基本目標１：健康で活力あるスポー
ツライフの推進」として設定します。
　また数値目標は、少子化・人口減少の中
で、参加人数などを指標として、適正な評
価をすることは難しいため見直します。

6
市民が主体的に参画する
地域のスポーツ環境の整
備

市内スポーツ団体加入者
数

10,515人
9,986人

（Ｒ2年度）
11,000人 〇

　地域のスポーツ団体への支援や市民への周知などにより、平成３０年度の
加入者数は、１１，１１８人で目標数値を達成しましたが、市内スポーツ団
体加入者数は、ほぼ横ばいとなっています。
　地域におけるスポーツ活動には、市民に対してスポーツの指導などを行う
「特定非営利活動法人佐久市体育協会」、「総合型地域スポーツクラブ」、
「スポーツ少年団」などの関係団体が重要な役割を担っております。
　市民が生涯にわたって、身近な地域で安心してスポーツ活動に取り組んで
いくために、引き続き関係団体の育成や活動を支援するとともに、指導者の
養成を行う必要があると考えられます。

　第二次計画においては、基本目標を統合
し、「基本目標３：スポーツを支える団体
の支援と競技力の向上」として設定しま
す。
　また数値目標は、少子化・人口減少の中
で、加入者数などを指標として、適正な評
価をすることは難しいため見直します。

7 競技スポーツの振興
スポーツ大会の延べ参加
者数

13,840人
1,415人

（Ｒ2年度）
17,500人 △

　トップアスリートによるポーツ教室の開催などを実施しましたが、スポー
ツ大会の延べ参加者数は、数値目標を達成できませんでした。
　また、令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響による大会中止のた
め、大幅な減少となっています。
　東京大会での本市にゆかりのある選手やエストニア共和国選手団の活躍を
はじめとするトップアスリートのパフォーマンスは、多くの市民に夢や希
望、感動を与え、今後、さらなる競技スポーツへの関心の高まりや参加意欲
の向上などが期待されます。
　また、令和１０年（２０２８年）に長野県での開催となる国民スポーツ大
会（旧国民体育大会）・全国障害者スポーツ大会（以下「国スポ・全障ス
ポ」）について、柔道、空手道、アーチェリー、軟式野球が本市で開催予定
であり、次世代育成、市民の機運の醸成を図ることなどが必要になると考え
られます。

　第二次計画においては、基本目標を統合
し、「基本目標３：スポーツを支える団体
の支援と競技力の向上」として設定しま
す。
　また数値目標は、少子化・人口減少の中
で、参加人数などを指標として、適正な評
価をすることは難しいため見直します。

8 体育施設の充実・整備 体育施設の延べ利用者数 740,511人
536,644人
（Ｒ2年度）

750,000人 〇

　新たな体育施設の整備などにより、体育施設の延べ利用者数は、増加傾向
でありましたが、令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響による施設
使用の制限により、減少となっています。
　平成２８、３０年度、令和元年度の利用者数は、７８３，６２７人、
７８８，３１７人、７５９，０３５人と目標数値を達成しました。
　市民アンケートでは「身近な小規模スポーツ施設の拡充」が約４３．０％
と、施設拡充を望む声が多くありました。
　一方で、今後、体育施設の老朽化に伴う更新や維持にかかる費用への対応
が課題として考えられることから、市民ニーズを捉えた計画的な施設の整備
や集約化などを検討する必要があります。

　第二次計画においては、基本目標を整理
し、「基本目標２：スポーツを安全で気軽
に楽しめる施設環境の整備」として設定し
ます。
　また数値目標については、体育施設に係
る利用者の評価を把握する指標として有効
であることから、継続して設定します。

3
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骨子案審議
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計画素案について

市民意見公募（パブリックコメント）

計画（案）審議

計画（案）作成

全員協議会報告

資料２－３
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佐久市民スポーツに関するアンケート調査結果 

令和３年度に実施した、市民のスポーツに対する意欲や日頃のスポーツへの関わりなどを

調査した結果を分析しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 調査対象：市内に在住の１０歳以上の男女  １,０００人 

 調査機関：令和３年４月３０日（金）から令和３年５月２８日（金） 

 回答状況：有効回答数４２７通（回収率４２．７％） 

ア 運動・スポーツ活動状況について 

（ア）運動やスポーツの頻度 週に１日以上が２人に１人 

    この１年間で週に１日以上の運動習慣がある人は、全体で４９．９％と平成２７年

度調査時と比べ、１８．２％の上昇となっております。 

    年代別では、１０代が８３．８％と前回と同様に一番高い状況となっており、４０

代は３３．３％と依然低い水準ではありますが、各年代を見ても平成２７年度調査時

と比べ、大幅に上昇しています。 

    なお、「行わない」と回答した人も全体で２６．９％と７．７％減少しており、 

各年代を見ても減少している状況となっています。 

◆全体では 

◆性別では 

◆年代別では 

17.8% 14.3% 17.8% 11.2% 5.9% 5.6% 26.9% 0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（ほぼ）毎日 週に３～５日程度 週に１～２日程度
月に１～３日程度 ３か月に１～３日程度 年に１～３日程度
行わない (空白)

15.7%

20.1%

11.0%

17.5%

18.8%

16.2%

13.6%

9.2%

5.8%

6.1%

7.3%

4.4%

27.2%

26.6%

0.5%男性

女性

41.9%

4.0%

8.1%

3.3%

10.5%

20.7%

26.3%

25.6%

20.0%

10.8%

8.3%

13.2%

12.6%

15.8%

16.3%

20.0%

24.3%

21.7%

14.5%

12.6%

18.9%

4.7%

8.0%

16.2%

11.7%

14.5%

14.9%

7.4%

16.0%

15.0%

6.6%

2.3%

5.3%

2.3%

4.0%

5.4%

5.0%

9.2%

6.9%

4.2%

9.3%

24.0%

35.1%

35.0%

31.6%

29.9%

22.1%

4.0%

１０代

２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代以上
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（イ）運動やスポーツを行わない理由 「忙しく時間がとれない」がほぼ半数 

     運動やスポーツを「行わない」と答えた１１５人に聞いた理由（複数回答）は、

「忙しく時間がとれない」が圧倒的に多く、１０代・２０代・４０代・５０代では 

５０％を超え、３０代・４０代においても４０％を超えています。 

50.0%

0.0%

25.0%

0.0%

25.0%

25.0%

50.0%

66.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

33.3%

16.7%

46.2%

46.2%

46.2%

15.4%

46.2%

7.7%

7.7%

57.1%

33.3%

23.8%

9.5%

19.0%

4.8%

9.5%

66.7%

29.2%

16.7%

8.3%

12.5%

12.5%

8.3%

42.3%

30.8%

11.5%

15.4%

11.5%

23.1%

19.2%

4.8%

9.5%

9.5%

52.4%

9.5%

4.8%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

忙しくて時間がとれない

運動をするのが面倒

運動よりもほかのことに興味がある

ケガや病気のため

運動が好きではない

身近に運動をする場所がない

その他

１０代

２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代以上

45.2%

26.1%

18.3%

18.3%

16.5%

13.0%

11.3%

9.6%

7.8%

7.8%

6.1%

5.2%

5.2%

0.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

忙しくて時間がとれない

運動をするのが面倒

運動よりもほかのことに興味がある

ケガや病気のため

運動が好きではない

身近に運動をする場所がない

その他

やりたい種目のクラブ・団体などがない

お金がかかる

年齢を重ねたため

人間関係がわずらわしい

指導してくれる人がいない

一緒に運動をする仲間がいない

会場までの移動手段がない

◆全体では 

◆年代別では 
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（ウ）今後、条件がそろえば運動やスポーツを 「してみたい」が５０％ 

   運動やスポーツを「行わない」と答えた人で、今後、条件がそろえば「してみた

い」と答えた人は、５０．４％となっており、過半数は運動やスポーツに対する意欲

があることが伺えます。 

50.4% 15.7% 30.4% 3.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

してみたい したくない どちらでもない (空白)

50.0%

83.3%

23.1%

57.1%

70.8%

46.2%

33.3%

0.0%

38.5%

9.5%

8.3%

19.2%

19.0%

25.0%

0.0%

38.5%

33.3%

16.7%

34.6%

42.9%

25.0%

16.7%

4.2%

4.8%

１０代

２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代以上

◆全体では 

◆年代別では 

（エ）運動やスポーツを行う目的は、「健康のため」が７０．５％ 

   運動やスポーツを行う目的（複数回答）は、「健康のため」が７０．５％、 

「体力増進・維持のため」が５１．５％、「楽しみ・気晴らしとして」が４３．８％

となっています。 
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◆全体では 

46.5%

53.5%

58.1%

20.9%

27.9%

16.3%

34.9%

16.3%

56.0%

48.0%

56.0%

36.0%

32.0%

36.0%

28.0%

4.0%

75.7%

48.6%

32.4%

45.9%

37.8%

45.9%

10.8%

13.5%

71.7%

38.3%

48.3%

50.0%

23.3%

40.0%

3.3%

18.3%

67.1%

50.0%

46.1%

44.7%

27.6%

46.1%

23.7%

6.6%

79.3%

56.3%

35.6%

41.4%

33.3%

26.4%

17.2%

4.6%

76.8%

56.8%

42.1%

45.3%

37.9%

16.8%

33.7%

6.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

健康のため

体力増進・維持のため

楽しみ・気晴らしとして

運動不足を感じるから

筋力増進・維持のため

肥満解消・ダイエットのため

友人・仲間との交流として

家族のふれあいとして

１０代

２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代以上

70.5%

51.5%

43.8%

42.4%

31.6%

31.1%

21.8%

9.4%

5.2%

4.7%

3.7%

2.8%

1.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

健康のため

体力増進・維持のため

楽しみ・気晴らしとして

運動不足を感じるから

筋力増進・維持のため

肥満解消・ダイエットのため

友人・仲間との交流として

家族のふれあいとして

美容のため

自己の記録や能力を向上させるため

精神の修養や訓練のため

その他

わからない

◆年代別では 
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（オ）今後、行ってみたい運動やスポーツ 個人種目が中心 

   今後、行ってみたい運動やスポーツ（複数回答）は「ウォーキング（散歩・ぶら

ぶら歩き・一駅歩きなどを含む）」が４１．５％、「体操（ラジオ体操・職場体操・

美容体操など）」が１６．６％、「トレーニング（筋力トレーニング・ランニング 

マシーン・室内運動器具を使ってする運動）」が１５．５％など、上位には個人 

でも行える運動やスポーツが選ばれています。 

41.5%

16.6%

15.5%

13.8%

11.7%

11.0%

9.8%

9.4%

9.4%

9.4%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

ウォーキング（散歩・ぶらぶら歩き・一駅歩きなどを含む）

体操（ラジオ体操・職場体操・美容体操など）

トレーニング（筋力トレーニング・ランニングマシーン・室内運動器具を

使ってする運動）

登山・トレッキング・トレイルランニング・ロッククライミング

エアロビクス・ヨガ・バレエ・ピラティス

バドミントン

ゴルフ（練習場・シミュレーションゴルフ含む）

自転車（BMX含む）・サイクリング

水泳（競泳・水球・飛び込みなど）

スキー・スノーボード

（上位１０項目）

イ スポーツ教室について 

参加してみたいスポーツ教室  

「ヨガ教室」「筋力トレーニング教室」「ウォーキング教室」が上位 

   今後どのスポーツ教室に参加してみたいか（複数回答）は、「ヨガ教室」が 

２１．３１％、「筋力トレーニング教室」が２０．１４％、「ウォーキング教室」が

１９．４４％など、個人でも行えるスポーツの教室が選ばれています。 

 

21.31%

20.14%

19.44%

9.84%

9.13%

8.90%

8.43%

7.73%

7.49%

7.26%

17.80%

0.00% 5.00% 10.00% 15.00% 20.00% 25.00%

ヨガ教室

筋力トレーニング教室

ウォーキング教室

ゴルフ教室

バドミントン教室

水中運動教室

軽スポーツ教室（多種目）

卓球教室

その他

マレットゴルフ教室

教室に参加したくない

（上位１０項目） 
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ウ スポーツ大会・イベントについて 

   今後、観戦してみたいスポーツ 「野球」「サッカー」「バレーボール」が上位 

あなたが今後、観戦してみたいスポーツ（複数回答）については、「野球」が 

１３．８２％、「サッカー」が１０．５４％、「バレーボール」が７．４９％など、

広く認知されたスポーツが上位を占めています。 

13.82%

10.54%

7.49%

6.79%

3.98%

3.98%

3.98%

3.75%

2.58%

2.34%

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14% 16%

野球

サッカー

バレーボール

バスケット

フィギュアスケート

ゴルフ

相撲・合氣道

テニス

陸上

バドミントン

エ スポーツに関する情報 

  スポーツに関する情報で今後発信してもらいたい情報 

  「スポーツができる場所や施設についての情報」が約半数 

  スポーツに関する情報で今後発信してもらいたい情報（複数回答）は、「スポーツ

ができる場所や施設についての情報」が４８．２％と約半数を占め、続いて「スポー

ツ教室や大会・イベントについての情報」が２７．２％、「スポーツと健康づくりに

ついての情報」が２５．８％となっています。 

48.2%

27.2%

25.8%

23.0%

15.7%

14.1%

9.8%

5.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

スポーツができる場所や施設についての情報

スポーツ教室や大会・イベントについての情報

スポーツと健康づくりについての情報

トレーニング方法についての情報

スポーツと食事、栄養についての情報

スポーツクラブや同好会などについての情報

借出しできるスポーツ用具や道具についての情報

スポーツ指導者についての情報
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オ スポーツ施設について 

（ア）よく利用するスポーツ施設  

「市内公共体育・スポーツ施設（市の体育館・グラウンドなど）」 

   よく利用するスポーツ施設（複数回答）は、「市内公共体育・スポーツ施設 

（市の体育館・グラウンドなど）」が１８．０％、「民間商業アウトドア施設 

（レジャープール・スキー場・ゴルフ場など）」が１２．４％、「学校体育施設」 

が９．４％となっています。 

18.0%

12.4%

9.4%

7.3%

6.3%

3.3%

0.7%

45.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

市内公共体育・スポーツ施設（市の体育館・グラウンドなど）

民間商業アウトドア施設（レジャープール・スキー場・ゴルフ場など）

学校体育施設

市外公共体育・スポーツ施設（体育館・グラウンドなど）

民間商業インドア施設（フィットネスクラブ・ジムなど）

その他

職場のスポーツ施設

利用したことがない

（イ）市のスポーツ施設に望むこと 「身近な小規模スポーツ施設の拡充」 

   市のスポーツ施設に望むこと（複数回答）は、「身近な小規模スポーツ施設の拡

充」が４３．１％、「屋内施設の充実」が２２．７％、「施設使用料の引き下げ」

が１８．３％となっています。 

43.1%

22.7%

18.3%

16.2%

15.9%

12.4%

11.0%

6.6%

5.9%

4.7%

2.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

身近な小規模スポーツ施設の拡充

屋内施設の充実

施設使用料の引き下げ

利用・支払など手続きの利便性向上（ネット予約・電子決済など）

屋外施設の充実

大規模で多機能なスポーツ施設の拡充

運動・スポーツ後の休憩所の充実

その他

指導者の配置

利用時間帯の拡大（早朝・夜間など）

設備の充実・更新
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カ 総合型地域スポーツクラブについて 

（ア）総合型地域スポーツクラブの知名度 「知らない」が約８０％ 

   文部科学省が推進している総合型地域スポーツクラブについて、「活動内容につ

いて知っている」が４．７％、「名称は聞いたことがある」が１４．１％で、把握

している人はほほ５人に１人にとどまっており、「知らない」が圧倒的に多い７

８．５％を占めています。 

 

（イ）総合型地域スポーツクラブに加入したい 「条件があえば」が約４８％ 

   身近に総合型地域スポーツクラブがあれば加入したいと思う人は、「条件があえ

ば」が４８．０１％、「いいえ」が４６．６０％、「はい（すでに加入してい

る）」が１．８７％となっています。 

◆全体では 

1.87% 48.01% 46.60% 3.51%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

はい（すでに加入している） 条件があえば いいえ (空白)

7.0%

1.7%

1.3%

3.2%

37.2%

52.0%

45.9%

55.0%

51.3%

48.3%

44.2%

55.8%

44.0%

51.4%

41.7%

44.7%

50.6%

43.2%

4.0%

2.7%

1.7%

2.6%

1.1%

9.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１０代

２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代以上

はい（すでに加入している） 条件があえば いいえ (空白)

◆年代別では 

4.7% 14.1% 78.5% 2.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

活動内容について知っている 名称は聞いたことがある 知らない (空白)
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ク 新型コロナウイルス感染症の影響について 

  新型コロナウイルス感染症の影響によりスポーツ活動 減った方が約３６％ 

   この１年間で新型コロナウイルス感染症の影響によりスポーツ活動は、「少し減った」が２

４．６％、「とても減った」が１１．２％で、合わせて３５．８％の方は、スポーツ活動が減ったと回

答しています。 

 

0.9% 4.2% 23.2% 11.2% 24.6% 7.0% 23.7% 5.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

とても増えた 少し増えた 変わらない

とても減った 少し減った わからない

スポーツ活動はしていない (空白)

キ 障がい者スポーツについて 

  障がい者スポーツへの関心 ほぼ半数の方が関心あり 

  障がい者スポーツについて、「関心がある」が１４．３％、「やや関心がある」が

２９．３％と合わせ４５．６％の方が関心を持っている状況となっています。  

 

14.3% 29.3% 22.7% 10.3% 19.9% 3.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

関心がある やや関心がある あまり関心がない 関心がない わからない (空白)



 

佐久市公共施設等総合管理計画改訂方針（案） 

 

趣 旨 

本市では、少子化による人口減少などに伴い厳しい財政状況が見込まれる中において、今

後発生しうる建築物や道路、橋などの「公共施設等」の更新や維持にかかる多額の費用への

対応に向けて、公共施設等の適正な配置や管理の効率化を図るため、平成２９年３月に「佐

久市公共施設等総合管理計画（以下「総合管理計画」という。）」を策定しました。 

「総合管理計画」は、佐久市が「公共施設マネジメント」として、公共施設等の適正化の

ために策定してきた「公共施設白書」、「公共施設マネジメント基本方針」に、「公共施設最適

化推進方針」を新たに加え、公共施設等の利用需要の変化を踏まえつつ、長期的な視点から、

公共施設等の適正化を実現しようとするものです。 

平成２９年度を始期とする「総合管理計画」の策定から５年間が経過する中で、社会情勢

の変化に対応することや、令和３年度中に施設ごとの具体的な対応方針を定める「個別施設

計画」の内容を踏まえた見直しを行うよう国から要請を受けていることから、今年度策定す

る個別施設計画に合わせ、「総合管理計画」の改訂を行うものです。 

 

１ 改訂方針 

  平成２９年３月に策定した「総合管理計画」では、今後の公共施設等の最適化に向けた事

業の進捗などにより、「第二次佐久市総合計画」や「第三次行政改革大綱」の計画期間と連動

し、５年ごとに見直すこととしています。 

また、国の指針等においても、策定時点からの社会情勢の変化に対応し、総合管理計画の

充実として「不断の見直しを実施し順次充実させていくことが適当である。」としていること

から、次の３つの留意事項等を踏まえて、令和３年度中に「総合管理計画」の改訂を行いま

す。 

（１）基本的事項 

総合管理計画の基本的な構成要素として記載する必要があることから、施設保有量や現

状や課題に関する基本認識などの更新を行うとともに、新たな項目として有形固定資産減

価償却率の推移などを盛り込みます。 

（２）維持管理・更新等に係る経費 

総合管理計画の進捗や効果等を評価するために不可欠な要素であり、「個別施設計画」の

内容を踏まえ精緻化を図る必要があることから、耐用年数の経過時に単純更新した場合の

見込みなどを更新するとともに、「個別施設計画」に基づく対策の効果額を盛り込みます。 

（３）公共施設等の管理に関する基本的な考え方 

全ての公共施設等についての基本方針を定める計画であることを踏まえて記載する必要

があることから、公共施設等の管理（点検・診断、維持管理・更新、安全確保、耐震化、長

寿命化、ユニバーサルデザイン化、統合・廃止）に係る方針などの更新を行います。 

 

 

２ 改訂スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 計画期間 

 H29 … R3 R4 … R8 … R38 

         

         

 

４ 個別施設計画 

個別施設計画は、「総合管理計画」に基づき、施設ごとの具体的な対応方針を定める計画と

して、施設の現状を客観的に分析し、今後の維持管理・更新等に係る対策の基本方針、対策

内容、実施時期等を定めるものです。 

国のインフラ長寿命化基本計画に示された６項目（①対象施設、②計画期間、③対策の優

先順位の考え方、④個別施設の状態等、⑤対策内容と実施時期、⑥対策費用）を網羅するこ

とを前提に、施設ごとの健全性や経済性等の状況を把握・分析した上で、将来を見据えた施

設の基本方針や具体的な対策内容等について考え方を整理するとともに、建替え・大規模改

修等の対策を計画的に進めるためのスケジュールを示すことで、効果的、効率的なサービス

の提供を将来に渡って確保していくため、令和３８年度までを見据えた計画として、現在策

定を進めております。 

公共施設等総合管理計画 
公共施設等総合管理

計画 

個別施設計画 個別施設計画 

（１０年） 
（５年） 

資料４ 

行政改革推進本
部会議

行政改革推進委
員会

市民意見の反映

議会説明
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佐久市公共施設等総合管理計画に基づく個別施設計画（スポーツ・レクリエーション系施設）【概要版】

短期
（～R8）

中期
（R9～R18）

長期
（R19～R38）

現状値（㎡）
H27年度時点

見込値（㎡）
R38年度時点

1
スポー
ツ施設

佐久市総合体育館 43年 RC造 ○ 5,708.30 5,708.30 スポーツ課

2
スポー
ツ施設

佐久市勤労者体育
館

45年 RC造 ○ 893.00 0 スポーツ課

3
スポー
ツ施設

東地区社会体育館 38年 SRC造 ○ 1,044.07 1,044.07 スポーツ課

4
スポー
ツ施設

内山地区社会体育
館

37年 SRC造 ○ 699.66 0 スポーツ課

5
スポー
ツ施設

大沢地区社会体育
館

36年 SRC造 ○ 999.70 0 スポーツ課

6
スポー
ツ施設

浅間体育センター 31年 SRC造 ○ 1,252.89 1,252.89 スポーツ課

7
スポー
ツ施設

野沢体育センター 25年 SRC造 ○ 1,499.70 1,499.70 スポーツ課

8
スポー
ツ施設

県民佐久運動広場
屋内ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ場

61年 鉄骨造 ○ 941.55 900.00 スポーツ課

9
スポー
ツ施設

佐久市営武道館 51年 SRC造 ○ 1,263.96 0 スポーツ課

10
スポー
ツ施設

臼田体育センター 46年 鉄骨造 ○ 1,092.00 1,092.00 スポーツ課

11
スポー
ツ施設

臼田武道館 37年 SRC造 ○ 552.22 0 スポーツ課

12
スポー
ツ施設

臼田弓道場 10年 木造 ○ 241.64 0 スポーツ課

13
スポー
ツ施設

臼田ふれあいｹﾞｰﾄ
ﾎﾞｰﾙ場

28年 木造 ○ ○ 1,180.06 0 スポーツ課

14
スポー
ツ施設

浅科多目的屋内運
動場

26年 鉄骨造 ○ 1,187.50 1,187.50 スポーツ課

15
スポー
ツ施設

浅科柔剣道場 39年 RC造 ○ 500.00 0 スポーツ課

16
スポー
ツ施設

望月総合体育館 37年 RC造 ○ 2,374.64 2,374.64 スポーツ課

17
スポー
ツ施設

布施体育館 34年 RC造 ○ 883.00 0 スポーツ課

18
スポー
ツ施設

春日体育館 43年 鉄骨造 ○ 736.00 0 スポーツ課

19
スポー
ツ施設

本牧体育館 45年 鉄骨造 ○ 600.00 0 スポーツ課

20
スポー
ツ施設

望月屋内ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ
場

33年 鉄骨造 ○ 571.00 571.00 スポーツ課

施設所管課

機能保持

総量コントロール

総量コントロール

総量コントロール

総量コントロール

機能保持

総量コントロール

機能保持

総量コントロール

機能保持

総量コントロール

総量コントロール

機能保持

機能保持

建替再整備

総量コントロール

機能保持

機能保持
【総量コントロール】

総量コントロール

長寿命化（計画的保
全）

集約化

集約化

集約化

廃止

長寿命化（計画的保
全）

廃止

長寿命化（計画的保
全）

集約化

長寿命化（計画的保
全）

集約化

集約化

長寿命化（計画的保
全）

集約化

建替再整備

廃止

長寿命化（計画的保
全）

長寿命化（計画的保
全）
【廃止】

廃止

・令和8年度までを目途に候補地を検討し、建替えを行う。

・施設の劣化状況を踏まえ、中期の期間内を目途に長寿命
化を行う。

・施設の劣化状況を踏まえ、長期の期間内を目途に用途廃
止し、望月総合体育館に機能を集約化する。

・施設の劣化状況を踏まえ、長期の期間内を目途に用途廃
止し、望月総合体育館に機能を集約化する。

・施設の劣化状況を踏まえ、中期の期間内を目途に用途廃
止し、望月総合体育館に機能を集約化する。

・施設の劣化状況を踏まえ、長期の期間内を目途に用途廃
止する。

・施設の劣化状況を踏まえ、中期の期間内を目途に長寿命
化を行う。

・施設の劣化状況を踏まえ、長期の期間内を目途に用途廃
止する。

・施設の劣化状況を踏まえ、令和8年度までを目途に長寿命
化を行う。

・施設の劣化状況を踏まえ、長期の期間内を目途に用途廃
止し、佐久市総合体育館に機能を集約化する。

・施設の劣化状況を踏まえ、長期の期間内を目途に用途廃
止し、野沢体育センターに機能を集約化する。

・施設の劣化状況を踏まえ、長期の期間内を目途に長寿命
化を行う。

・県立武道館が建設されたことに伴い、令和3年度をもって
用途廃止する。

・施設の劣化状況を踏まえ、中期の期間内を目途に長寿命
化を行う。

・施設の劣化状況を踏まえ、中期の期間内を目途に長寿命
化を行う。
【長期の期間内を目途に、その時点での劣化状況を踏ま
え、用途廃止を検討する。】

・施設の劣化状況を踏まえ、長期の期間内を目途に用途廃
止する。

・施設の劣化状況を踏まえ、長期の期間内を目途に長寿命
化を行い、大沢地区体育館の機能を集約化する。

構造№ 種別 施設名 経過年数 基本方針 具体的な対策内容
実施時期 延床面積

機能保持
長寿命化（計画的保
全）

・施設の劣化状況を踏まえ、長期の期間内を目途に長寿命
化を行う。あわせて、佐久市勤労者体育館及び内山地区社
会体育館の機能を集約化する。

適用手法

・施設の劣化状況を踏まえ、長期の期間内を目途に用途廃
止し、佐久市総合体育館に機能を集約化する。

・施設の劣化状況を踏まえ、長期の期間内を目途に長寿命
化を行う。
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短期
（～R8）

中期
（R9～R18）

長期
（R19～R38）

現状値（㎡）
H27年度時点

見込値（㎡）
R38年度時点

施設所管課構造№ 種別 施設名 経過年数 基本方針 具体的な対策内容
実施時期 延床面積

適用手法

21
スポー
ツ施設

佐久総合運動公園 9年 RC造 ○ 3,401.97 6,289.56 スポーツ課

22
スポー
ツ施設

臼田総合運動公園 30年 SRC造 ○ 2,001.86 2,001.86 スポーツ課

23
スポー
ツ施設

佐久市営グラウン
ド（放送室棟）

37年 RC造 ○ 79.52 0 スポーツ課

24
スポー
ツ施設

千曲運動広場テニ
スコート（管理
棟）

14年 木造 ○ 34.02 0 スポーツ課

25
スポー
ツ施設

千曲川スポーツ交
流広場（管理棟）

26年 木造 ○ ○ 74.53 0 スポーツ課

26
スポー
ツ施設

望月総合グラウン
ド（管理棟）

32年 RC造 ○ 194.70 194.70 スポーツ課

27
スポー
ツ施設

春日温泉ゴルフ練
習場

33年 RC造 〇 217.00 0 観光課

機能保持

機能保持

機能保持
【総量コントロール】

総量コントロール

総量コントロール

機能保持

長寿命化（計画的保
全）

長寿命化（計画的保
全）

長寿命化（計画的保
全）
【廃止】

廃止

廃止

長寿命化（計画的保
全）

・施設の劣化状況を踏まえ、長期の期間内を目途に用途廃
止する。

・施設の劣化状況を踏まえ、長期の期間内を目途に用途廃
止する。

・施設の劣化状況を踏まえ、中期の期間内を目途に長寿命
化を行う。
【長期の期間内を目途に、その時点での劣化状況を踏ま
え、用途廃止を検討する。】

・中期の期間内を目途に長寿命化を行う。

・施設の劣化状況を踏まえ、長期の期間内を目途に長寿命
化を行う。

・施設の劣化状況を踏まえ、長期の期間内を目途に長寿命
化を行う。

24,116.22

削減面積（㎡） 6,108.27

削減率 20%

総合管理計画における削減面積の目標
（㎡）

6,045

延床面積合計（㎡） 30,224.49

総量コントロール 廃止
・施設の劣化状況を踏まえ、令和8年度までを目途に用途廃
止する。
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